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1.研究の背景と目的 

現在、日本の公共図書館の予算額はまだ増加傾向に

あるが、各自治体の「公共施設等総合管理計画」が示

しているように、これから公共施設の集約や総量抑制

が求められる。また、一部の過疎地ではすでに廃校や

公共施設の用途廃止が始まっており、公共図書館を含

む公共建物の維持とサービスの継続も課題となってい

る。そこで本研究では、財政縮減におけるイギリスの

図書館再編を調査し、行政と住民団体による公共図書

館の運営、空間整備とその役割を明らかにし、今後の

日本でも予想される財政難における公共図書館の再編

計画に関する知見を得ることを目的とする 

2.研究の内容と方法 

まず、イギリスの図書館統計簿やイングランドの図書

館データセットなど、公表されたデータから、イギリ

スの公共図書館の整備状況を調査し、行政直営の図書

館数の減少と（図 1）、住民団体が運営するコミュニテ

ィ図書館（Community Library、以下 CL）の増加、住民

団体による多様な運営方式を確認した（表 1）。 

次に、2023 年度にはロンドン・ブレント区（London 

Borough of Brent,以下ブレント区）、2024 年度には地

方都市のカーディフ市（Cardiff City）、レスターシャ

ー（Leicestershire County）の図書館再編事例を調査

し、行政の直営図書館と CL の運営及び空間整備の実態

を明らかにし、それぞれの役割について考察を行なっ

た。なお、2024 年度の調査結果はまだ分析中であり、

本報告書ではブレント区の図書館再編の分析結果を中

心に報告する。 

3.成果 

 ブレント区の行政と住民団体が行なった図書館再編プ

ロセスを分析し（表 2）、以下のことを明らかにした。 

3-1. 行政による公共図書館の再編 

行政が運営する区立図書館の数は半分に縮減され、既

存の区立図書館は鉄道駅や Town Centre と近く、公共交

通利便性が高い場所に立地している（図 3）。新しく整備

された区立図書館では、成人学習センターや地域包括相

談窓口と複合し、他の行政機関と連携した多様な支援サ

ービスを行なっている。 

3-2.住民団体が行う公共図書館の運営 

① ブレント区のCLの開館には、図書の提供より地域の活

動と交流を行う場所を提供する意図があった。 

② 区立図書館に比べてCLは公共交通利便性が低い場所に

立地しているが、建物の歴史や場所の記憶を継承する

理由から既存敷地で開館している。 

③ 空間整備においては書架が並ぶ閲覧室だけではなく、

多目的室や調理室など、地域の様々な活動が開催でき

るスペースを整備している（図 4）。 

3-3.ブレント区の区立図書館と CL図書館の役割 

① 区立図書館は公共交通機関からアクセスしやすい場所

に立地しており、利用者は広域に広がる。区立図書館

は他の公共サービスと複合し、成人学習や地域包括相

談サービスを提供しており、多機能化している。 
② CL の運営主体は住民から構成された慈善団体であり、

表1 コミュニティ図書館の分類と運営方法 

図1 ｲｷﾞﾘｽの行政直営図書館と

CoL数の推移（2013-2019年） 
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区からの職員や資金提供はなく、住民ボランティ

アが独立して運営を行っている。CLは公共交通利便

性が比較的に低い公園や住宅地に立地しており、近隣

住民が主な利用者となっている。また、図書サービス

よりも住民活動や地域イベントの開催を重視している。 
4.新知見と今後の予定 

 本研究ではイギリスの公共図書館の再編動向を明らか

にし、行政だけではなく、住民団体やボランティアが図

書館運営を行う可能性を確認した。なお、ブレント区の

CL では行政からのサポートがほとんどなく、独立した運

営を行なっているため、資金的に運営維持が厳しく、上

質な図書サービスの提供が難しい課題がある。 

 一方で、2024 年度に視察したレスターシャーでは、官

民 協 働 に よ る 図 書 館 運 営 （ Co-Produced Library 

Management）を採用しており、予算削減の中でも既存の

図書館を閉館することがなく、図書館運営を維持してい

る。また、カーディフ市では図書館と複数の公共サービ

スを統合的に複合し、既存の図書館建物を更新しながら

公共施設の集約を行なった。これらの再編事例に関する

調査結果は、また稿を改めて発表を行う予定である。 

今後は、行政サービスの融合や官民協働による図書館の

再編手法についてさらに分析を行い、イギリスの再編事

例から日本の公共図書館の再編計画に示唆できる内容

を考察する。 

 

表2 ブレント区立図書館及びCLの概要と建物の変

遷 

図3 ブレント区の公共交通利便性ﾚﾍﾞﾙ (PTALs) 

と図書館の立地 

 

図4 各CLの空間面積構成（図面が入手できなかったBCLを除く） 
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